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　市内で農業を営む高橋俊惠さんは、飼料用米の単収
向上に優れた取組を表彰する令和４年度「飼料用米多
収日本一」コンテストの単位収量の部で東北農政局長
賞を受賞し、おととしの協同組合日本飼料工業会会長
賞、昨年の農産局長賞に続き、３年連続の栄誉に輝き
ました。
　４月28日に高橋さん宅で行われた受賞式では、東北
農政局の齋藤地方参事官（青森県担当）から、表彰状が
手渡されました。
　高橋さんは「特に増収を意識しているわけではない

　６月７日、太宰治記念館「斜陽館」の入館者が220
万人を達成し、記念セレモニーが行われました。
　220万人目となったのは、新潟県出身でカナダ在住
の滝澤正則さん。東京に住む娘さんに会うために一時
帰国した滝澤さんは、久しぶりに読み返した「人間失
格」が心に残っていたことから、金木を訪れたいと思
い、「思ひ出」の蔵や太宰治銅像を巡り、斜陽館を訪
れたとのことです。
　セレモニーでは、記念品として花束や斜陽館の夜景
写真額、図録が贈呈されました。
　滝澤さんは「びっくりした。太宰と縁があるのだろ
う。もっと作品を読んでみたい」と笑顔で話しました。

が、肥料の効果が効率よく発揮できるよう栽培管理を
行ってきた。今年からは、後継者の息子夫婦が本格的
に営農に取り組むこともあり、これまでの栽培管理を
継続しつつ、さらなる増収に向けて取り組んで行きた
い」と意気込みを話しました。
　ほかにも同コンテストでは、高杉伸悦さんが全国表
彰の単位収量の部で協同組合日本飼料工業会会長賞を、
福士浩樹さんが同単位収量の部で日本農業新聞賞を受
賞しており、７月21日には東京大学弥生講堂で表彰式
が執り行われる予定となっています。

「飼料用米多収日本一」コンテストで、東北農政局長賞を受賞！

太宰治記念館「斜陽館」　入館220万人を達成！

表彰された高橋さん（左） 受賞を喜ぶ高橋さん家族

220万人目となった滝澤さん（中央）
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